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生物機能の革新的利用のためのナノテクノロジー・材料技術の開発

１ 趣 旨
ナノテクノロジーは日本が優位性をもって世
界をリードする産業のひとつとされており、そ
の技術開発は強力に推進されるべきものとされ
ている。
農林水産研究分野では、生体分子、タンパク
質の構造等、生物の有する特異な機能に関する
研究の中で得られた材料や情報とナノテクノロ
ジーとの技術的融合によって、新機能のバイオ
素材や微細空間を制御した新たな細胞培養など、
微細構造の制御による革新的な生物機能利用技
術開発等これまでにない技術展開が期待されて
いる。
このため、現在開発されつつある基盤的な技
術を活用して、産官学連携、異分野との融合の
もと、構造制御による新機能素材の開発、水や
生体分子の機能・構造のナノレベルによる解析
及びマイクロバイオリアクターの構築を行う。

２ 研究実施主体
独立行政法人、大学、民間企業

３ 研究実施期間
平成１４年度～１９年度

４ 平成１６年度予算額
１９８（１９８）百万円

５ 研究内容
画期的新機能素材の開発と利用（１）

（平成１４～１８）
ナノ構造制御技術によ る高効率な動植物細
胞 の 培 養 プ レ ー ト 、 食 品 機能 性 成 分 の 体 内 輸
送 シ ス テ ム に 利 用 可 能 な 均一 粒 径 ナ ノ 粒 子 、
新 機 能 バ イ オ 素 材 （ セ ル ロー ス や カ イ コ 由 来
の新素材）等の開発

均一粒径ナノ粒子の製造 ・利用技術の開発
↓

府省 「連携プロジェク ト 」ナ ノ Ｄ Ｄ Ｓ

ナノレベルでの生物機能活用技術の開発（２）
（平成１４～１８）

生物機能を活用した有 害微生物等の検出可
能 な 超 高 感 度 セ ン サ ー 、 食品 加 工 調 理 等 に 利
用 が 見 込 ま れ る ク ラ ス タ ー構 造 を 持 つ 水 分 子
による生化学反応の効率化技術等の開発

マイクロバイオリアクターの構築（３）
（平成１５～１９）

微細加工技術と生物機 能を活用したマイク
ロ バ イ オ リ ア ク タ ー の 構 築、 極 微 量 な 食 品 機
能 性 成 分 の 効 率 的 生 産 、 動物 の 人 工 授 精 等 細
胞 育 種 の 効 率 化 技 術 及 び 食品 や 環 境 中 の 有 害
物質等を簡易・迅速に検査するキットの開発

マイクロバイオリアクターの構築及び
その基盤技術としてのチップ内細胞培養技術

↓
府省 「連携プロジェク ト 」ナ ノ医療デバイス



食品機能性成分送達システム
　　マイクロカプセル化した有効成分を含む食品素材により、食物アレルギー症状
　　の制御を可能とする。

表２ ナノ医療デバイス将来展望
（実用化時期）２～３年 ３～５年 ５～１０年

人工骨

人工靱帯

埋込型センサー

バイオセンサー

ガン・疾病診断用抗体チップ

薬剤候補物質スクリーニングシステム

高機能内視鏡

チップ酵素抗体修飾

チップ内細胞培養

ナノ粒子均一化技術

バイオ燃料電池

埋込型身体機能代替人
工器官（体内型人工腎
臓 ・ 人 工 膵 臓 等 ）

新規DNAチップ

マイクロバイオリアクター

一分子DNA計測システム

簡易ヘルスケアチップ

神経インターフェース・バイオインターフェース

プロテインチップ

マイクロ・ナノアクチュエーター

表２ ナノ医療デバイス将来展望
（実用化時期）２～３年 ３～５年 ５～１０年

人工骨

人工靱帯

埋込型センサー

バイオセンサー

ガン・疾病診断用抗体チップ

薬剤候補物質スクリーニングシステム

高機能内視鏡

チップ酵素抗体修飾

チップ内細胞培養

ナノ粒子均一化技術

バイオ燃料電池

埋込型身体機能代替人
工器官（体内型人工腎
臓 ・ 人 工 膵 臓 等 ）

新規DNAチップ

マイクロバイオリアクター

一分子DNA計測システム

簡易ヘルスケアチップ

神経インターフェース・バイオインターフェース

プロテインチップ

マイクロ・ナノアクチュエーター

チップ内細胞培養
マイクロバイオリアクター

府省「連携プロジェクト」における当省の取り組みの位置付け

①ナノＤＤＳ（ドラッグ・デリバリー・システム） ②ナノ医療デバイス

２

農林水産省のプロジェクト
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マイクロ粒子

写真提供：
食総研・中嶋光敏室長

均一粒径のナノ粒子の製造・利用技術の開発

・粒径不均
・不安定

食品、分析用粗粒

変動係数：粒径のばらつきを表す係
　　　　　　　＝標準誤差／平均粒径

ホモジェナイザー
（変動係数±100%）

膜乳化法
（変動係数±10～30%）

従来のエマルショ

・粒径均
・安定

ナノチャンネル造粒
（変動係数±1%）

ナノチャンネルアレ

粒径：500nm以下

・食品成分の安定添加
・精密分析用ナノ粒子
・薬物送達媒体（DDS）
・液晶用精密スペーサー

新産業創出

ナノ粒

マイクロチャンネル乳化
（変動係数±5%）

マイクロチャンネルアレ

粒径：3～100μm

マイクロ粒

・粒径均
・安定

液晶スペーサー

参画機関　食品総合研究所、筑波大学、京都大学、広島
大学、北海道大学、高崎健康福祉大学

３




